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二
〇
二
二
年
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
非
営
利
デ
ザ
イ
ン
協
会
、
ス
ヴ
ェ
ン
ス
ク
・
フ
ォ

ル
ム
（Svensk Form

）
は
、
報
告
書
『
開
発
力
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
│
持
続
可
能
性
を

見
据
え
た
社
会
変
革
の
た
め
の
理
論
と
実
践
に
関
す
る
方
法
の
研
究
﹇
*1
﹈』
を
発
表

し
た
。
こ
れ
は
文
化
庁
の
委
託
事
業
で
あ
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
工
業
デ
ザ
イ
ン
財
団

（Stiftelsen Svensk Industridesign, SV
ID

）
と
協
働
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

デ
ザ
イ
ン
が
、
人
々
の
暮
ら
し
、
企
業
の
競
争
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
と
り
わ
け

気
候
変
動
へ
の
負
荷
削
減
な
ど
に
寄
与
し
、
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
た
開
発
力
を
持

つ
も
の
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
﹇
*2
﹈。

ス
ヴ
ェ
ン
ス
ク
・
フ
ォ
ル
ム
は
、
世
界
で
最
古
の
デ
ザ
イ
ン
協
会
と
い
わ
れ
て
い

る
。
設
立
は
一
八
四
五
年
。
現
在
は
、
ひ
ろ
く
デ
ザ
イ
ン
や
建
築
の
振
興
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
先
述
の
報
告
書
の
例
の
よ
う
に
、
近
年
は
、
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
変
革
を

見
据
え
た
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
発
信
も
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
る
﹇
*3
﹈。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
歴
史
の
大
半
に
お
い
て
ス
ヴ
ェ
ン
ス
ク
・
フ
ォ
ル
ム
は
、「
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ロ
イ
ド
協
会
（Svenska Slöjdföreningen

）」
と
い
う
名
で
あ
っ
た﹇

*4
﹈。

こ
こ
で
い
う
「
ス
ロ
イ
ド
（slöjd

）」
と
は
、『
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
辞
典
』（
二
〇
二
一
年
度

版
）
に
よ
る
と
「
手
で
つ
く
る
作
品
、
お
よ
び
そ
の
仕
事
」
と
さ
れ
て
い
る﹇
*5
﹈。
狭
義

に
は
木
材
を
用
い
た
も
の
を
指
す
が
、
木
材
以
外
に
も
、
金
属
・
毛
・
リ
ネ
ン
な
ど
、

身
近
な
素
材
を
用
い
て
つ
く
ら
れ
る
品
々
を
い
う
言
葉
で
あ
る
。﹇
図
１
﹈
実
際
に
そ
れ

は
、
農
業
の
合
間
に
家
庭
内
で
の
使
用
や
販
売
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
て
き
た
日
用
品
で

あ
っ
た
。
ス
ヴ
ェ
ン
ス
ク
・
フ
ォ
ル
ム
と
呼
ば
れ
て
い
る
団
体
は
、
も
と
も
と
は
手
仕

事
の
振
興
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
他
の
国
々
と
同
様
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ロ
イ
ド
運
動
に
お
け
る
市
民
参
加
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ス
ロ
イ
ド
と
は
何
か

ス
ロ
イ
ド
運
動
の
萌
芽

三
つ
の
団
体
と
ス
ロ
イ
ド
運
動
の
広
が
り

ス
ロ
イ
ド
と
デ
ザ
イ
ン
の
融
合

ロ
ー
カ
ル
の
芸
術

社
会
を
つ
く
る
主
体
性
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（筆者私物）
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つ
も
の
と
さ
れ
、「
サ
ー
ミ
ス
ロ
イ
ド
」﹇
図
２
﹈
と
し
て
独
立
し
た
カ
テ
ゴ
リ
を
持
っ

て
い
る
﹇
*6
﹈。

現
代
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
ス
ロ
イ
ド
は
主
に
二
つ
の
意
味
で
用
い
ら

れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
趣
味
と
し
て
の
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
（hem

slöjd

）、
も
う
一
つ
は

学
校
科
目
の
ス
ロ
イ
ド
（skolans slöjd 

も
し
く
は slöjd

）
で
あ
る
。
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
の

「
ヘ
ム
」
と
は
「
家
庭
」
を
意
味
し
、
文
字
通
り
家
庭
内
で
行
わ
れ
る
ス
ロ
イ
ド
を

さ
す
。
厳
密
に
言
え
ば
ス
ロ
イ
ド
の
一
部
が
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
一
方
で
、
そ
の
生
産
様
式
に
お
い
て
ス
ロ
イ
ド
は
ほ
と
ん
ど
家
庭
と
紐
づ
い
た

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ス
ロ
イ
ド
と
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
は
ほ
ぼ
同
義
と
解
釈
で

き
、
実
際
あ
ま
り
区
別
さ
れ
ず
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

学
校
科
目
の
ス
ロ
イ
ド
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
民
全
員
が
学
ぶ
必
須
科
目
で
あ

る
。
基
礎
学
校
で
は
一
年
生
か
ら
九
年
生
（
日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
小
学
一
年
生
か
ら

中
学
三
年
生
に
該
当
す
る
）
に
て
、
主
に
木
工
ス
ロ
イ
ド
、
金
工
ス
ロ
イ
ド
、
繊
維
ス

ロ
イ
ド
、
お
よ
び
、
そ
の
他
の
素
材
を
用
い
た
手
仕
事
に
つ
い
て
学
習
す
る
﹇
*7
﹈。

現
代
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
生
活
に
と
っ
て
、
ス
ロ
イ
ド
は
身
近
な
存
在
で
あ
る

と
言
え
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
文
化
政
策
分
析
庁
（M

yndigheten för K
ulturanalys

）
に

よ
る
二
〇
二
一
年
の
調
査
で
は
、
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
国
民
が
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
に

興
味
が
あ
る
と
回
答
し
、
ま
た
約
半
分
の
国
民
が
一
年
に
一
度
以
上
、
ヘ
ム
ス
ロ
イ

ド
に
取
り
組
ん
だ
と
回
答
し
た
﹇
*8
﹈。

と
は
い
え
、
ス
ロ
イ
ド
は
非
常
に
曖
昧
な
概
念
で
も
あ
る
。「
ス
ロ
イ
ド
と
ハ
ン

ト
バ
ル
ク
﹇
*9
﹈
は
広
い
現
象
で
あ
る
。
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
は
プ
ロ
か
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
ま

で
様
々
な
レ
ベ
ル
で
、
国
中
で
行
わ
れ
る
。
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
の
意
味
は
時
代
を
経
て

伝
統
的
な
手
仕
事
を
復
興
し
よ
う
と
す
る
近
代
工
芸
運
動
と
、
合
理
的
な
工
業
デ
ザ
イ
ン
を
推
し
進
め
よ
う
と
す
る
近
代
デ
ザ
イ
ン
運
動

が
起
こ
っ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ロ
イ
ド
協
会
は
そ
の
双
方
に
大
き
く
関
わ
り
な
が
ら
、
同
国
の
デ
ザ
イ
ン
の
歴
史
を
牽
引
し
て
き

た
。
特
筆
す
べ
き
こ
と
に
、
そ
う
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
め
ぐ
る
運
動
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
た
と
き
は
ま
さ
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
が
、
社
会

福
祉
を
整
え
、
民
主
的
な
国
家
を
構
築
し
て
い
こ
う
と
し
た
時
代
と
も
重
な
る
。
い
ず
れ
も
人
々
が
連
帯
し
、
組
織
的
に
運
動
を
起
こ
し

て
い
く
こ
と
で
実
現
さ
れ
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
の
源
流
と
し
て
の
ス
ロ
イ
ド
の
概
念
に
注
目
し
、
そ
の
意
味
の
変
遷
を
と
ら
え
る
。
そ
し
て

そ
の
う
え
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
近
代
工
芸
運
動
と
し
て
の
「
ス
ロ
イ
ド
運
動
」
の
意
義
を
市
民
参
加
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
。
一
般
的

に
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
一
八
七
〇
年
代
以
降
に
最
盛
期
を
迎
え
る
手
仕
事
を
保
存
・
振
興
す
る
運
動
は
「
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
運
動
」
な
い

し
は
「
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
復
興
運
動
」
と
呼
ば
れ
る
。
本
稿
は
そ
れ
を
含
め
な
が
ら
も
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ロ
イ
ド
協
会
の
よ
う
に
こ
れ

以
前
に
始
ま
り
の
ち
に
デ
ザ
イ
ン
と
接
近
し
て
い
く
過
程
も
含
め
た
い
。
よ
っ
て
、
一
九
世
紀
中
期
か
ら
始
ま
る
ス
ロ
イ
ド
の
価
値
を
見

出
す
運
動
を
、
ひ
ろ
く
「
ス
ロ
イ
ド
運
動
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
さ
ら
に
、
本
稿
で
は
、
市
民
参
加
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も

政
治
的
な
意
味
合
い
だ
け
で
な
く
、
購
買
と
い
っ
た
日
常
的
な
消
費
活
動
を
含
む
も
の
と
す
る
。

ス
ロ
イ
ド
と
は
何
か

ス
ロ
イ
ド
と
は
、「
手
で
つ
く
る
作
品
、
お
よ
び
そ
の
仕
事
」
を
指
す
が
、
そ
の
製
法
と
素
材
に
よ
っ
て
大
き
く
三
つ
に
分
類
さ
れ
て

き
た
。
起
源
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
一
九
七
八
年
に
出
さ
れ
た
国
に
よ
る
調
査
報
告
書
で
は
、
そ
の
分
類
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
糸
つ
む
ぎ
、
織
物
、
刺
繍
な
ど
の
軽
く
て
柔
ら
か
い
素
材
を
用
い
る
手
仕
事
は
、
か
つ
て
は
女
性
の
領
分
と
さ
れ
「
女
性
の
ス
ロ
イ

ド
」
と
呼
ば
れ
た
。
白
樺
や
木
工
、
金
属
な
ど
の
硬
く
て
重
い
素
材
を
用
い
る
手
仕
事
は
、
か
つ
て
は
男
性
の
領
分
と
さ
れ
、「
男
性
の

ス
ロ
イ
ド
」
と
呼
ば
れ
た
。
し
か
し
、
徐
々
に
そ
の
呼
び
方
が
適
さ
な
く
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
単
に
「
柔
ら
か
い
ス
ロ
イ
ド
」
と
「
硬
い
ス

ロ
イ
ド
」
と
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
地
方
に
住
む
サ
ー
ミ
の
人
々
の
ス
ロ
イ
ド
は
そ
の
両
方
の
要
素
を
持

図2｜サーミスロイドのブレスレット（革地に錫の文様）
撮影：Eriksson, Per ©Dalarnas museum
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変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
含
ま
れ
る
対
象
が
広
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
様
々
な
内
容
が
意
味
に
加
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。
今
日
で
は
多
く
の

人
が
、
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
と
は
単
に
自
ら
生
み
出
す
こ
と
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
﹇
*10
﹈」。
こ
の
よ
う
に
、「
手
で
つ
く
る
」
こ
と
に
加
え

て
、「
自
ら
つ
く
る
」
と
い
う
側
面
も
ス
ロ
イ
ド
の
概
念
の
一
部
を
な
す
よ
う
に
考
察
さ
れ
る
。
実
際
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
長
い
歴
史
を

持
つ
雑
誌
『
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
（H

em
slöjd

）』
で
は
、
古
い
家
屋
の
修
繕
な
ど
、
日
本
で
い
う
Ｄ
Ｉ
Ｙ
や
セ
ル
フ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う

な
記
事
も
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
﹇
*11
﹈。

ス
ロ
イ
ド
は
元
来
、
農
村
部
で
家
庭
用
、
販
売
用
で
行
わ
れ
た
手
仕
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
や
が
て
、
ス
ロ
イ
ド
そ
れ
自
体
と
し
て

の
発
展
、
も
し
く
は
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
の
発
展
に
分
岐
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
今
回
の
主
題
と
な
る
ス
ロ
イ
ド
運
動
で

あ
る
。
以
下
で
は
、
ス
ロ
イ
ド
運
動
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
そ
の
流
れ
を
概
観
す
る
。

ス
ロ
イ
ド
運
動
の
萌
芽

家
庭
用
、
お
よ
び
販
売
用
の
ス
ロ
イ
ド
の
歴
史
は
非
常
に
古
い
。
販
売
用
の
ス
ロ
イ
ド
は
、
農
業
の
副
業
と
し
て
、
か
な
り
早
い
う
ち

か
ら
田
舎
の
農
民
の
生
業
を
補
う
も
の
に
な
っ
た
。﹇
図
３
﹈
農
業
生
産
量
が
少
な
い
地
域
で
は
、
農
産
物
よ
り
も
ス
ロ
イ
ド
が
重
要
な
収
入

源
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
異
な
る
素
材
、
特
徴
を
持
つ
ス
ロ
イ
ド
が
生
産
さ
れ
た
。
そ
れ
は
各
々
が
特
定
の
ス

ロ
イ
ド
分
野
で
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
、
地
域
間
で
生
産
品
を
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
を
補
い
合
う
こ
と
も
で

き
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
小
さ
な
経
済
圏
が
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
﹇
*12
﹈。

中
世
の
時
代
、
都
市
と
田
舎
の
生
業
が
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
田
舎
は
食
料
や
原
材
料
を
提
供
し
、
都
市
は
加
工
を
担
当
し

た
。
そ
れ
は
、
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
と
ハ
ン
ト
バ
ル
ク
の
間
で
最
初
の
境
界
線
が
引
か
れ
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
。
そ
の
後
の
数
百
年
の
う
ち
、

都
市
で
は
、
分
業
の
原
則
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
﹇
*13
﹈。

一
九
世
紀
の
後
半
に
か
け
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
も
徐
々
に
産
業
革
命
の
波
が
や
っ
て
き
た
。
農
業
従
事
者
た
ち
は
、
都
市
や
小
さ
な

街
に
出
て
い
き
、
農
村
で
発
展
し
て
い
た
販
売
用
や
家
庭
用
の
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
は
、
徐
々
に
都
市
部
に
進
出
し
て
い
く
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
で
ス
ロ
イ
ド
運
動
が
起
こ
っ
た
。
そ
こ

に
は
、
生
活
に
か
か
わ
る
動
機
と
、
芸
術
に
か
か
わ
る
動
機
が
複

雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
農
家
の
副
業
と
し

て
の
側
面
が
あ
っ
た
。
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
の
販
売
は
、
徐
々
に
、
都

市
で
生
み
出
さ
れ
る
大
量
生
産
品
に
圧
迫
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
一
方
で
、
一
八
六
〇
年
代
か
ら
一
八
七
〇
年
代
に
か
け

て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
大
飢
饉
が
襲
い
、
農
家
の
収
穫
収
入
が
減
少

し
た
。
そ
れ
を
補
う
た
め
、
副
業
と
し
て
の
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
の
可

能
性
に
再
び
注
目
が
集
ま
り
、
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
に
よ
っ
て
農
家
の

収
入
源
の
拡
大
を
目
指
す
動
き
が
生
ま
れ
た
。
各
地
に
組
織
さ
れ

て
い
た
農
村
振
興
協
会
（hushålnings sällskapen

）
で
ヘ
ム
ス
ロ
イ

ド
の
技
術
指
導
や
展
示
会
な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
﹇
*14
﹈。
そ
れ
が
ス
ロ
イ
ド
運
動
の
土
壌
を
形
成
し
た
と
言
え
る
。

ス
ロ
イ
ド
運
動
は
ま
た
民
衆
の
芸
術
運
動
と
い
う
側
面
も
あ
っ

た
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
高
ま
り
と
相
ま
っ

て
、
単
一
的
な
大
量
生
産
品
に
抗
い
、
簡
素
で
誠
実
な
農
民
文
化

と
生
活
品
に
美
を
見
出
そ
う
と
す
る
動
き
が
生
ま
れ
た
﹇
*15
﹈。人
々

は
、
流
れ
作
業
的
で
単
一
的
な
工
業
生
産
品
が
普
及
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
伝
統
的
な
手
仕
事
の
美
が
失
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と

危
惧
す
る
。
そ
こ
で
、
民
俗
学
者
に
よ
る
衣
服
や
建
築
、
日
用
品

を
含
め
た
農
村
部
の
暮
ら
し
の
保
存
・
収
集
活
動
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
特
に
著
名
な
の
が
、
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
ハ
セ
リ
ウ

図3｜農村部でのヘムスロイドの風景
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レ
ン
は
、
こ
の
学
校
の
運
営
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ロ
イ
ド
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
、
前
述
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ロ
イ
ド
協
会
を
設

立
し
た
。
同
協
会
は
そ
の
後
、
徐
々
に
デ
ザ
イ
ン
の
歴
史
を
牽
引
し
て
い
く
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
次
章
で
述
べ
る
。

一
九
世
紀
後
半
、
マ
ン
デ
ル
グ
レ
ン
の
予
想
通
り
、
工
業
化
に
よ
る
安
価
な
製
品
の
普
及
と
農
村
部
で
の
労
働
形
態
の
変
化
に
よ
り
、

一
時
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
は
衰
退
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
設
立
さ
れ
た
の
が
、
手
工
芸
交
友
会
で
あ
る
。
一
八
七
四
年
、
ソ

フ
ィ
・
ア
ド
レ
シ
ュ
パ
ッ
レ
（Sophie A

dlersparre, 1823–1895

）
の
主
導
で
設
立
さ
れ
た
。「
手
仕
事
（handarbete

）」
の
「
友
達
（vänner

）」

を
意
味
す
る
当
団
体
は
、
ス
ロ
イ
ド
の
中
で
も
特
に
テ
キ
ス
タ
イ
ル
に
特
化
し
、
そ
の
名
の
通
り
、
手
仕
事
を
愛
す
る
女
性
同
士
が
連
帯

し
た
組
織
で
あ
る
。
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
は
元
来
家
庭
内
の
仕
事
に
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
担
い
手
の
多
く
は
女
性
だ
っ
た
。

ア
ド
レ
シ
ュ
パ
ッ
レ
は
、
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
の
保
存
を
通
じ
、
農
村
部
の
伝
統
的
な
美
を
守
る
と
同
時
に
、
女
性
た
ち
の
経
済
的
な
自
立
の

き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
﹇
*19
﹈。
彼
女
ら
は
各
地
で
継
承
さ
れ
て
き
た
高
品
質
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
図
版
や
技
術
を

集
め
、
そ
れ
を
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
種
と
と
ら
え
た
。
そ
し
て
、
よ
り
芸
術
性
の
高
い
製
品
を
つ
く
る
こ
と
や
そ
の
た
め
の
教
育
を

行
う
こ
と
を
目
指
し
た
﹇
*20
﹈。
そ
の
過
程
で
、
当
団
体
は
、
画
期
的
な
技
法
や
芸
術
性
の
高
い
作
品
を
生
み
出
し
て
き
た
。
現
在
も
、
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
ユ
ー
ル
ゴ
ー
デ
ン
島
に
本
部
を
構
え
、
学
校
、
ア
ト
リ
エ
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
運
営
を
通
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
芸
術
の
最

前
線
を
切
り
拓
く
存
在
と
な
っ
て
い
る
﹇
*21
﹈。

ま
た
、
一
八
九
九
年
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
作
家
の
リ
リ
・
シ
ッ
ケ
ル
マ
ン

（L
illi Z

ickerm
an, 1858–1949

）﹇
図
５
﹈
主
導
の
も
と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ヘ
ム
ス
ロ

イ
ド
協
会
（Föreningen för Svensk H

em
slöjd

）
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
「
ス
ヴ
ェ
ン
ス
ク
・
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
」
と
い
う
店
舗
が
開

か
れ
た
。
こ
れ
を
手
本
に
全
国
に
同
様
の
組
織
が
生
ま
れ
、
一
九
一
二
年
ま

で
に
は
、
全
国
各
地
に
二
四
も
の
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
協
会
が
設
立
さ
れ
た
（
一

九
一
五
年
ま
で
に
は
さ
ら
に
八
団
体
が
設
立
）。
彼
ら
の
活
動
目
的
は
、
ヘ
ム
ス
ロ

イ
ド
の
普
及
、
金
銭
・
知
識
面
で
の
支
援
、
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
の
原
材
料
や
図

ス
（A

rtur H
azelius, 1833-1901

）
で
あ
る
。
彼
は
、
全
国
か
ら
生
活
道
具
や
民
族
衣
装
を
集
め
、
一
八
八
〇
年
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
北
方

民
俗
博
物
館
を
設
立
し
て
展
示
し
た
。﹇
図
４
﹈
ま
た
、
一
八
九
〇
年
に
は
世
界
最
古
の
野
外
博
物
館
で
あ
る
ス
カ
ン
セ
ン
野
外
博
物
館
を
設

立
し
、
工
業
化
以
前
の
農
村
部
の
街
並
み
を
再
現
し
、
当
時
の
人
々
の
暮
ら
し
を
伝
え
た
。
ち
な
み
に
、
の
ち
に
日
本
で
民
藝
運
動
を
展

開
し
た
柳
宗
悦
ら
は
、
日
本
民
藝
館
設
立
時
に
こ
れ
ら
の
博
物
館
を
視
察
に
訪
れ
、
参
考
に
し
た
と
い
う
﹇
*16
﹈。

三
つ
の
団
体
と
ス
ロ
イ
ド
運
動
の
広
が
り

ス
ロ
イ
ド
運
動
の
歴
史
は
、
ス
ロ
イ
ド
に
関
す
る
諸
団
体
（föreningen

）﹇
*17
﹈
の
発
展
の
歴
史
と
言

い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
組
織
さ
れ
、
人
々
が
連
帯
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
目
的
を
達
成
し
て
き
た
。
ス
ロ
イ
ド
運
動
が
起
こ
っ
た
時
代
は
、
ま
さ
に
労
働
運
動
や
女
性

運
動
な
ど
が
起
こ
り
、
民
主
国
家
を
人
々
の
手
で
作
っ
て
い
っ
た
時
代
と
も
重
な
り
、
ス
ロ
イ
ド

運
動
も
そ
の
よ
う
な
機
運
の
中
で
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
の
異
な

る
三
つ
の
団
体
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ロ
イ
ド
協
会
、
手
工
芸
交
友
会
（H

andarbetets V
änner

）、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
協
会
（Föreningen för Svensk H

em
slöjd

）
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
ス
ロ

イ
ド
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

産
業
革
命
の
到
来
の
中
、
い
ち
早
く
団
体
を
立
ち
上
げ
た
の
が
、
芸
術
家
・
民
俗
学
者
の
ニ
ル

ス
・
モ
ン
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ル
グ
レ
ン
（N

ils M
ånsson M

andelgren, 1813–1899

）
で
あ
る
。
彼
は
、
ス
キ

ル
が
未
熟
な
職
人
に
よ
る
低
品
質
な
大
量
生
産
品
に
対
し
て
危
惧
を
覚
え
、
一
八
四
四
年
に
「
職
人

の
た
め
の
日
曜
製
図
学
校
（Söndagsritskola för H

antverkare

）」
を
設
立
し
た
。（
同
校
は
、
の
ち
に
数
回

の
改
名
を
経
て﹇
*18
﹈、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
立
美
術
工
芸
大
学
、
通
称
コ
ン
ス
ト
フ
ァ
ッ
ク
（K

onstfack

）
と
な
り
、
数

多
く
の
著
名
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
輩
出
す
る
こ
と
に
な
る
。）
翌
一
八
四
五
年
、
マ
ン
デ
ル
グ

図4｜北方民俗博物館
撮影：Segemark, Peter 
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案
の
提
供
、
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
の
品
々
の
販
売
、
そ
し
て
ス
ロ
イ
ド
教
育
の
推
進
だ
っ
た
。
ま
た
、
マ
ル
メ
ヒ
ュ
ー
ス
の
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド

協
会
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
、
同
じ
一
九
一
二
年
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
協
会
連
合
（Svenska H

em
slöjdsföreningarnas 

R
iksförbund

）
が
組
織
さ
れ
た
。
各
地
の
協
会
が
そ
の
傘
下
に
入
る
こ
と
で
、
横
の
つ
な
が
り
が
強
化
さ
れ
て
い
く
﹇
*22
﹈。
現
在
、
全
国
各

地
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
を
発
信
・
販
売
す
る
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
協
会
が
あ
る
。
協
会
連
合
に
は
、
一
万
四
〇
〇
〇
人
の

会
員
と
、
九
〇
も
の
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
団
体
が
所
属
し
て
お
り
、
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
。
実
は
、
先
述
の
雑
誌
『
ヘ
ム

ス
ロ
イ
ド
』
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
協
会
連
合
が
運
営
し
て
い
る
。
他
に
も
、
市
民
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
や
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
の
収
集
品
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
提
供
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
﹇
*23
﹈。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
民
に
と
っ
て
、
当

団
体
は
身
近
な
存
在
で
あ
る
と
言
え
る
。

ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
運
動
を
通
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
各
地
に
ス
ロ
イ
ド
学
校
が
作
ら
れ
た
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
特
に
有
名
な

の
が
、
オ
ッ
ト
ー
・
サ
ロ
モ
ン
（O

tto Salom
on, 1849–1907

）
が
設
立
し
た
ネ
ー
ス
少
年
ス
ロ
イ
ド
学
校
（N

ääs Slöjdskola för G
ossar

）
で
あ

り
、
こ
こ
で
の
サ
ロ
モ
ン
の
ス
ロ
イ
ド
の
教
育
的
実
践
は
そ
の
後
の
ス
ロ
イ
ド
教
育
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
﹇
*24
﹈。
後
に
ス
ロ
イ
ド

は
義
務
教
育
科
目
に
な
り
、
以
来
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。 

概
観
す
る
と
、
ス
ロ
イ
ド
の
運
動
の
三
つ
の
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
・
ス
ロ
イ
ド
協
会
は
、
デ
ザ
イ
ン
の
歴
史
を
牽
引
し
た
。
手
工
芸
交
友
会
は
、
よ
り
芸
術
性
の
高
い
ス
ロ
イ
ド
の
発
展
に
寄
与
し
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
協
会
は
、
広
範
な
人
た
ち
を
対
象
に
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
の
普
及
を
担
っ
た
。

ス
ロ
イ
ド
と
デ
ザ
イ
ン
の
融
合

ス
ロ
イ
ド
が
デ
ザ
イ
ン
に
融
合
し
て
い
く
経
緯
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
一
つ
の
指
針
を
示
し
た
人
物
に
教
育
思
想
家
・
社
会
批
評

家
・
女
性
運
動
家
の
エ
レ
ン
・
ケ
イ
（E

llen K
ey,1849–1926

）﹇
図
６
﹈
が
い
る
。
一
九
世
紀
後
半
、
都
市
の
労
働
者
階
級
は
、
狭
く
薄
暗
い

部
屋
に
大
家
族
が
暮
ら
す
よ
う
な
劣
悪
な
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
ケ
イ
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
心
を
痛
め
、
新
し
い
時
代
の
新

図6｜エレン・ケイ
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ケ
イ
の
主
張
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ロ
イ
ド
協
会
の
動
き
と
も
共
鳴
し
て
い
っ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ロ
イ
ド
協
会
は
、
一
八

八
○
年
代
以
降
、
他
の
ス
ロ
イ
ド
関
連
団
体
の
活
動
の
高
ま
り
か
ら
、
自
身
は
、
手
仕
事
の
保
護
よ
り
も
、
産
業
と
合
流
し
て
い
く
道

を
辿
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
国
民
の
趣
味
の
向
上
を
目
的
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
展
覧
会
や
常
設
の
博
物
館
を
通
じ
て
、
啓
蒙

活
動
を
行
っ
た
﹇
*30
﹈。
ま
た
、
一
九
一
〇
年
前
後
か
ら
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
影
響
を
受
け
た
合
理
的
・
普
遍
的
な
工
業
生
産
の
思
想
と
迎
合

し
て
い
く
。
こ
の
と
き
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
の
が
、
一
九
一
五
年
か
ら
ス
ロ
イ
ド
協
会
に
参
画
し
、
の
ち
に
会
長
を
務
め
た
美
術

史
家
、
グ
レ
ゴ
ー
ル
・
パ
ウ
ル
ソ
ン
（G

regor P
aulson, 1889–1977

）
で
あ
る
。
若
い
頃
に
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
彼
は
、
美
し
く
良
質
な
品

を
全
て
の
人
に
提
供
す
る
と
い
う
民
主
主
義
的
な
理
念
に
影
響
を
受
け
て
い
た
。
そ
し
て
一
九
一
九
年
『
よ
り
美
し
い
日
用
品
（V

ackrare 

V
ardagsvara

）』
と
い
う
冊
子
を
出
版
し
た
。
こ
こ
に
は
、
な
ぜ
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
が
望
ま

し
い
の
か
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
製
造
業
者
、
小
売
業
者
に
求
め
ら
れ
る
意
識
改
革
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
﹇
*31
﹈。
す
で
に
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
・
ス
ロ
イ
ド
協
会
は
、
ケ
イ
の
言
っ
た
よ
う
に
芸
術
家
と
企
業
の
仲
介
な
ど
を
行
っ
て
い
た
﹇
*32
﹈
が
、
そ
の
動
き
が
よ
り
推
し
進
め

ら
れ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ロ
イ
ド
協
会
の
活
動
は
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
に
政
権
を
獲
得
し
た
社
会
民
主
党
と
も
共
鳴
し
な
が
ら
発

展
を
遂
げ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
伝
統
的
な
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
か
ら
引
き
継
い
だ
素
朴
な
あ
た
た
か
み

と
、
合
理
的
な
機
能
性
が
融
合
す
る
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
結
実
し
、
国
際
的
な
評
価
を
得
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
﹇
*33
﹈。
一
九
五
〇
年
代
以

降
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ロ
イ
ド
協
会
は
徐
々
に
啓
蒙
活
動
を
終
え
、
社
会
に
助
言
を
与
え
る
一
機
関
と
し
て
、
よ
り
自
由
で
多
様
な
デ

ザ
イ
ン
活
動
を
促
す
方
向
に
転
換
す
る
﹇
*34
﹈。
そ
し
て
一
九
七
〇
年
代
に
は
ス
ヴ
ェ
ン
ス
ク
・
フ
ォ
ル
ム
と
改
称
し
、
現
在
で
は
「
よ
い

デ
ザ
イ
ン
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
社
会
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
デ
ザ
イ
ン
分
野
の
発
展
を
推
進
す
る
団
体
と
な
っ
て
い
る
。
二
八

〇
〇
人
の
会
員
を
有
し
、
冒
頭
に
述
べ
た
デ
ザ
イ
ン
賞
「D

esign S

」
の
運
営
、
国
の
委
託
調
査
事
業
、
国
内
外
の
展
示
会
出
展
、
デ
ザ

イ
ン
ア
ー
カ
イ
ブ
の
運
営
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
﹇
*35
﹈。

ケ
イ
の
主
張
や
そ
の
後
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ロ
イ
ド
協
会
の
活
動
に
は
、
人
々
が
も
の
を
作
り
出
す
立
場
か
ら
消
費
す
る
立
場
に

な
っ
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う
に
主
体
性
を
取
り
戻
し
て
い
く
の
か
と
い
う
問
い
を
孕
む
と
考
え
ら
れ
る
。

　 し
い
暮
ら
し
を
考
え
て
い
く
中
、
昔
な
が
ら
の
農
村
部
の
素
朴
な
生
活
に
こ
そ
美
が
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
彼
女
は
一
八
八
九
年

に
出
版
し
た
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
す
べ
て
の
人
に
美
を
』
の
中
で
、
労
働
者
階
級
を
対
象
に
し
た
美
し
い
環
境
作
り
の
提
案
を
行
っ
た
﹇
*25
﹈。

ケ
イ
は
美
の
最
た
る
も
の
と
し
て
「
自
然
界
に
あ
る
も
の
」
を
挙
げ
た
。
自
然
界
の
す
べ
て
の
も
の
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
も
の
は
シ

ン
プ
ル
で
表
現
力
豊
か
な
方
法
で
、
目
的
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
も
の
は
目
的
に
対
応
し
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
座
り
心
地
の
悪
い
椅
子
、
安
定
し
な
い
テ
ー
ブ
ル
、
窮
屈
な
ベ
ッ
ド
は
そ
れ
だ
け
で
美
し
く
な
い
と
述

べ
た
。
そ
し
て
、
目
的
に
そ
ぐ
わ
ず
不
必
要
で
過
剰
な
装
飾
を
批
判
し
た
﹇
*26
﹈。
彼
女
は
、
近
代
デ
ザ
イ
ン
的
な
合
理
的
な
思
想
を
先
取

り
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

書
籍
の
中
で
、
彼
女
は
新
し
い
時
代
の
住
ま
い
の
参
考
と
し
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
代
表
す
る
画
家
、
カ
ー
ル
・

ラ
ー
シ
ョ
ン
（C

arl L
arsson, 1853–1919

）
の
家
を
挙
げ
て
い
る
。
ラ
ー
シ
ョ
ン
と
妻
の
カ
ー
リ
ン
・
ラ
ー
シ
ョ
ン
（K

arin L
arsson, 1859–1928

）

は
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
活
動
を
経
て
帰
国
後
、
家
族
で
ダ
ー
ラ
ナ
地
方
の
ス
ン
ド
ボ
ー
ン
に
移
り
、
古
い
農
家
を
自

分
た
ち
で
改
装
し
て
住
ま
い
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
家
で
過
ご
す
家
族
の
日
常
を
、
絵
本
『
あ
る
住

ま
い
（E

tt hem

）』
に
描
い
た
。
彼
ら
の
住
ま
い
は
、
軽
さ
、
明
る
さ
、
簡
素
さ
を
特
徴
に
持
ち
、
色
調
が
統
一

さ
れ
た
シ
ン
プ
ル
な
家
具
の
中
に
、
装
飾
的
な
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
が
融
合
し
て
い
る
。﹇
図
７
﹈
ケ
イ
は
、
彼
ら
の
住
ま

い
に
、
近
代
性
の
中
に
伝
統
的
な
手
仕
事
が
融
合
し
た
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
た
の
で
あ
る
﹇
*27
﹈。

一
方
で
、
彼
女
は
誰
し
も
が
同
じ
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
べ
き
だ
と
述
べ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
住
ま
い
方
は
、（
画
一
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
）
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
異
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
述
べ
た
。
大
切
な
こ
と
は
、
個
々
が
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
持
ち
、
調
和
の
と
れ
た
空
間
を
構
築
す
る
こ
と
だ
と

考
え
た
の
で
あ
る
﹇
*28
﹈。

た
だ
、
当
時
の
労
働
者
階
級
の
過
ご
す
劣
悪
な
環
境
下
で
は
、
各
自
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
た
。
そ
こ
で
彼
女
は
人
々
が
美
し
い
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に
、
二
つ
の
提
案
を
し
て
い
る
。
そ
の
一

つ
は
、
製
造
業
者
と
芸
術
家
の
協
働
に
よ
っ
て
、
芸
術
性
の
高
い
大
量
生
産
品
を
作
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ

は
、
国
民
一
人
一
人
の
趣
味
の
向
上
を
行
う
こ
と
で
あ
る
﹇
*29
﹈。

図7｜カール・ラーション《Blomsterfönstret》1894

（『Ett Hem』より）©Nationalmuseum
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３　
家
庭
の
維
持
と
装
飾
の
た
め
に
行
う
共
同
作
業
を
通
し
て
、
家
族
が
と
も
に
生
き
る
喜
び
が
増
幅
す
る
こ
と
。

４　
洗
練
さ
れ
た
美
の
感
覚
を
伴
う
こ
と
。

５　

 

市
場
で
販
売
さ
れ
る
商
品
に
関
し
て
、
何
が
よ
き
も
の
で
悪
い
も
の
か
、
何
が
美
し
い
も
の
醜
い
も
の
か
が
洞
察
さ
れ
る
こ
と

（
そ
う
で
な
け
れ
ば
低
水
準
の
商
品
を
購
入
し
た
り
、
浪
費
し
た
り
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
）。

６　
そ
し
て
最
後
に
、
裕
福
で
な
い
女
性
が
、
家
の
こ
と
を
放
棄
す
る
こ
と
な
く
、
収
入
を
得
る
機
会
と
な
る
こ
と
﹇
*37
﹈。

女
性
の
家
庭
内
で
の
仕
事
は
か
な
り
忙
し
か
っ
た
。
家
畜
の
世
話
や
農
作
業
に
加
え
、
家
事
、
子
ど
も
た

ち
や
年
配
者
の
世
話
な
ど
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
一
部
に
、

も
し
く
は
片
手
間
と
い
う
位
置
に
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
は
存
在
し
た
。
そ
れ
は
仕
事
で
あ
り
な
が
ら
も
、
規
律
の

隙
間
を
縫
っ
て
や
っ
て
く
る
、
空
想
的
な
遊
び
で
も
あ
っ
た
。
作
家
・
詩
人
の
カ
ー
ル
・
エ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ

シ
ュ
ル
ン
ド
（K

arl-E
rik Forsslund, 1872–1941

）
は
、
一
九
二
八
年
の
作
品
『
泉
か
ら
海
へ
流
れ
る
ダ
ー
ル
川

と
と
も
に
（M

ed D
alälven från källorna till havet

）』
に
て
、
ス
ロ
イ
ド
の
創
作
活
動
に
つ
い
て
下
記
の
よ
う
に

表
し
て
い
る
。「
そ
の
境
界
（
装
飾
の
必
要
性
に
対
す
る
感
情
）
の
範
囲
内
で
、
作
り
手
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
が
、
な

ん
で
も
な
い
日
常
に
あ
る
も
の
を
用
い
て
モ
チ
ー
フ
を
つ
く
る
。
地
に
生
え
る
植
物
、
衣
服
や
住
ま
い
の
中

に
あ
る
小
さ
な
も
の
、
川
の
水
面
を
滑
る
ボ
ー
ト
が
、
模
様
と
い
う
形
の
詩
と
な
り
遊
ぶ
。
今
日
で
も
（
レ
ー

ス
を
編
む
こ
と
に
対
し
て
）『
レ
ー
ス
の
詩
を
読
む
』
と
い
う
表
現
が
残
っ
て
い
る
。」﹇
*38
﹈﹇
図
８
﹈

社
会
を
つ
く
る
主
体
性

  ス
ロ
イ
ド
は
、
一
般
の
人
々
が
、
日
常
の
規
範
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
風
土
に
根
ざ
し
て
生
み
出
し
て
き
た

芸
術
で
あ
る
。
そ
れ
は
元
来
、
娯
楽
的
な
活
動
で
は
な
く
、
生
き
延
び
て
い
く
た
め
の
生
業
で
あ
り
、
あ
る

ロ
ー
カ
ル
の
芸
術

一
連
の
ス
ロ
イ
ド
運
動
に
お
い
て
見
出
さ
れ
た
ス
ロ
イ
ド
の
美
や
芸
術
性
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
協
会
を
立
ち
上
げ
た
リ
リ
・
シ
ッ
ケ
ル
マ
ン
は
、
ス
ロ
イ
ド
の
美
し
さ
を
「
地
方
色
」
と
名
付
け
、

風
土
に
根
ざ
し
て
個
性
豊
か
に
発
達
し
て
き
た
も
の
と
し
て
讃
え
た
。
特
に
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
分
野
に
お
い
て
は
、
非
常
に
色
彩
豊
か
で

装
飾
的
な
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
地
方
色
」
の
美
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
舞
台
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
作
家
の
カ
ー
ル
・
ラ

グ
ナ
ル
・
イ
ー
ロ
ウ
（K

arl R
agnar G

ierow
, 1904–1982

）
は
、
ス
コ
ー
ネ
地
方
の
ス
ロ
イ
ド
を
題
材
に
一
九
三
八
年
、
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。「
ス
コ
ー
ネ
地
方
の
物
語
は
，
二
三
も
の
地
誌
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
べ
き
だ
。
し
か
し
、
こ
の
地
の
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
を
見
れ
ば
、

た
っ
た
一
度
で
、
私
た
ち
は
そ
の
物
語
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。﹇
…
﹈
湿
原
と
泥
地
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
砂
丘
か
ら
片
麻

岩
の
尾
根
や
ヘ
ザ
ー
の
林
へ
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
、
田
ん
ぼ
と
畑
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、（
テ
キ
ス
タ
イ
ル
作
品
の
）
色
彩
構
成
、
技
術
、
そ

し
て
装
飾
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
多
種
多
様
な
花
々
に
見
ら
れ
る
変
化
ほ
ど
、
明
確
で
目
を
引
く
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
花
々

は
、
こ
の
地
方
に
あ
る
す
べ
て
の
織
り
機
の
周
り
で
花
咲
く
も
の
で
あ
る
。」﹇
*36
﹈。

一
方
で
、
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
は
い
さ
さ
か
規
律
的
な
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
生
業
で
あ
っ
た
そ
の
活
動
に
お
い
て
は
、
慎
ま
し
や

か
に
制
作
す
る
こ
と
が
美
徳
と
さ
れ
た
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
よ
う
に
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
に
つ
い
て
「
虚
栄
心
の
強
い
も
の
は
痛
い
目
に
合

う
」
と
い
う
言
葉
が
残
っ
て
い
る
。
誠
実
さ
は
、
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
の
美
の
一
つ
の
要
素
で
あ
る
と
言
え
る
。
前
述
の
ハ
ン
ド
ア
ル
ベ
ー

テ
ッ
ツ
・
ベ
ン
ネ
ル
の
設
立
者
で
あ
る
ソ
フ
ィ
・
ア
ル
デ
シ
ュ
パ
ッ
レ
は
、
一
八
八
〇
年
、
ヘ
ム
ス
ロ
イ
ド
の
持
つ
性
格
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

１　
と
き
に
乱
用
さ
れ
失
わ
れ
う
る
時
間
を
、
大
事
に
使
う
こ
と
。

２　
健
や
か
で
美
し
い
労
働
を
楽
し
む
習
慣
で
あ
る
こ
と
。

図8｜帽子に施されたレース
©Länsmuseet Gävleborg
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画
一
に
対
す
る
多
様
、
そ
し
て
、
社
会
的
な
立
場
に
お
け
る
、
中
央
に
対
す
る
周
縁
で
あ
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ロ
イ
ド
運
動
と
は
、「
ロ
ー
カ
ル
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
芸
術
と
し
て
の
ス
ロ
イ
ド
の
価
値
を
見
出
す
動
き

で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
そ
こ
に
関
わ
る
人
た
ち
の
潜
在
的
な
主
体
性
を
確
認
し
、
彼
ら
が
社
会
に
参
加
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
も

あ
っ
た
と
言
え
る
。
主
体
性
と
は
生
産
者
側
の
み
が
持
つ
の
で
は
な
く
、
消
費
者
側
も
持
つ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
積
極
的
に
行
動
を
起

こ
す
よ
う
な
動
的
な
参
加
に
対
し
、
日
常
生
活
の
中
で
密
か
に
発
揮
さ
れ
る
静
的
な
参
加
も
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
市
民
は
、
近
代
社
会

を
確
立
し
て
い
く
過
程
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
参
加
の
方
法
で
、
誰
し
も
が
客
体
化
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
ら
の
手
で
周
辺
環
境
を
、
ひ
い
て
は

社
会
を
良
く
し
て
い
け
る
と
い
う
意
識
を
獲
得
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
日
、
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
て
、
デ
ザ
イ
ン
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
社
会
課
題
解
決
や
社
会
変

革
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
と
き
、
我
々
は
規
律
や
シ
ス
テ
ム
を
問
い
直
し
、
社
会
全
体
を
見
渡
し
、
課
題
を
俯
瞰
的
に
と
ら
え
る

態
度
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
目
線
を
近
く
に
寄
せ
る
と
、
規
律
や
シ
ス
テ
ム
の
内
部
で
行
わ
れ
る
ロ
ー
カ
ル
な
技
芸
の
中
に
こ

そ
、
社
会
を
つ
く
る
主
体
性
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ロ
イ
ド
運
動
に
、
そ
の
手
が
か
り
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

池
山
加
奈
子（
い
け
や
ま
・
か
な
こ
）

一
九
九
一
年
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ・デ
ィ

レ
ク
タ
ー
。
専
門
は
デ
ザ
イ
ン
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ロ
イ
ド（
手
仕
事
）。
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